
  

  

  

 

 

 

                令和８年１０月号 文責：大達高弘 

令和８年度 周布小学校運動会 

全校全力 みんなで笑顔を創り出せ！ 
１０月３日（土）、秋晴れの気持ちのいい青空のもと、たくさん

の保護者・地域の皆様方の温かいご声援に包まれた運動会が終了

しました。今年度は残暑を考慮し、１０月開催にしました。 

２学期が始まってから、全校児童２３４人と職員みんなで、運動

会に向かって走り続けてきました。全校児童の思いの詰まった素

晴らしいスローガンのもと、子どもたちと職員が一丸となって創

りあげた運動会でした。当日は、たくさんの皆様にご来場いただき、

周布っ子の輝く姿をご覧いただけたことが、学校として、何よりも

嬉しいことでした。感謝申しあげます。ありがとうございました。 

 

私は運動会の開催にあたり、子どもたちに【本気で取り組むこと】

をお願いしました。本気で競技し、本気で応援し、本気で挑戦する

ことで、自分たちの手で、笑顔があふれる運動会をみんなで創り出

して欲しいと願っていました。私は、今年のスローガンがとても気

に入っていました。それは、【創り出せ】という言葉に子どもたち

の強い決意、願いが感じられたからです。運動会をやらされる行事

ではなく、自分たちの手で創りあげるものだと考えて取り組んで

くれた６年生には感謝しかありません。 

運動会当日、周布小学校の校庭には、笑顔の花が咲き誇りました。

誰もが一生懸命で、本気の姿を見せてくれました。１年生から６年

生まで、心からの声援と拍手をお互いに贈り合っていました。職員

も、子どもたちと一緒になって、最高の運動会を創ろうと力を尽く

していました。保護者や地域の皆様は、子どもたちの頑張りを称え、

最後まで温かい目で見守ってくださいました。 

令和８年度の運動会は、あの日、あの場にいたすべての人の力で

創りあげることができた素晴らしいものでした。 

       運動会後の 6年生の感想より 

〇ぼくは、運動会を通して自分の「本気」を見つけることが 

 できました。この行事で本気で声を出したり、本気で走っ 

 たりすることができたので、これからも自分の本気をたく 

さん出せるように頑張っていきたいです。 

 〇最後の運動会だから優勝したい！ということしか考えてい 

ませんでした。でも、放課後練習や応援練習をやっていく 

うちに、大切なことは優勝だけではないことに気付きまし 

た。私は、前より人とのコミュニケーションがとれるよう 

になりました。優勝はできなかったけど、みんなが笑顔で 

運動会を終えた気がして嬉しかったです。 

 〇運動会を通して、人に物事を教えることの難しさ、自分の 

気持ちを相手に伝えることの難しさ、みんなをまとめるこ 

との難しさを知りました。このことを知ることができたお 

かげで、相手のことを考えて行動することができるように 

なったのでよかったです。 

 〇私はこの日、今まで頑張ってためたパワーを全て解き放っ 

たように感じました。でも、その分、とてもつかれました。 

小学校最後の運動会、自分自身、やりきったという気持ち 

になりました。今までありがとうございました。 

  

運動会スローガンと各色デコレーション

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



周布小学校のいろいろな秋 

【芸術の秋】 
１０月７日（水）、５・６年生がスケッチ会に出かけました。今

年度は日脚神社に出かけ、午前中の半日をかけてスケッチしまし

た。いいですねえ。こうして学校を離れ、思いきり芸術活動に没頭

する。なかなか普段の授業ではできない経験です。もちろん、どの

子も絵を描くことが好き・得意というわけではないですから、なか

なか納得のいく下書きができずに悪戦苦闘した子どももいたよう

ですが、大切なことは、自分が描きたいと思った対象物を細部まで

じっくり観察し、心を込めて描きあげることです。 

この日は太陽が照りつける暑い日でしたが、真剣に作品作りに

向かう５・６年生の姿からは、創作意欲と集中力が感じられました。 

 

 

 

 

 

 

 

        【読書の秋】 
読み聞かせクラブ【ひまわり】の皆様にお世話になっている読み

聞かせが、１０月８日（木）にありました。子どもたちは、この読

み聞かせの時間をとても楽しみにしています。そのためか、特に低

学年は、朝の準備をいつも以上に早く済ませ、読み聞かせが始まる

のを、今か今かと待っているほどです。目をキラキラさせながら、

笑顔いっぱいにお話に耳を傾ける子どもたちの姿を見ていると、

こういう素敵な時間が子どもたちの豊かな感性、そして豊かな心

を育んでいくのだなあと感じます。また、子どもたちと一緒に並ん

で、体育座りをして読み聞かせを聞いている担任もいて、朝のこの

時間が職員にとっても素敵な時間になっていることを嬉しく思い

ます。ボランティアの皆様にはほんとに感謝です。 

ボランティアの皆様に支えられながら、周布っ子が本に親しみ、

読書の秋をしっかり楽しんでくれることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

【スポーツの秋】 
１０月１４日（水）、気持ちのいい秋晴れのもと、業間マラソ

ンがありました。５分間という短い時間ですが、走り続けるとな

ると苦しいものです。それでも、全校一斉に取り組むと、互いに

競い合ったり、励まし合ったりしながら、子どもたちは一生懸命

に走り続けます。こういった積み重ねが体力を高めるだけではな

く、粘り強さやあきらめない心の育成にもつながっていきます。

２学期のマラソン記録会に向け、頑張る子どもたちを応援しなが

ら、私も一緒に走ります。 

 

 

 

 

 

今年は見逃しませんでした！ 

 

 

 
 

 

 昨年度の周布小だより１０月号で、私は学校正門横の花壇に咲

く彼岸花が、きれいな花を咲かすまでその存在に気付かなかった

ことを話題にしました。そして、彼岸花から、「見ようとしなけれ

ば見えないものがある」ということを教えられたと書きました。 

 あれから１年。毎朝、花壇のそばを通る時に、彼岸花の様子を確

認しました。そして９月１８日の朝、左の写真のように蕾が赤く膨

らんでいるのを確認し、開花を心待ちにしました。そして、シルバ

ーウィーク中の９月２３日、学校に花の様子を見に来ました。する

とどうでしょう。右の写真のように、彼岸花が誇らしげにきれいな

花を咲かせていました。やりました。今年は見逃しませんでした。

「見ようとしなければ見えないものがある。でも、見ようとすれば

見える。」ということを、自分で実証することができました。ちょ

っと感動しました。ずっと気にしながら見ていたからかもしれま

せんが、どこの彼岸花よりも、正門横の彼岸花が美しく見えました。 

 彼岸花が教えてくれた、この「見ようとすれば見える」を忘れる

ことなく、これからも２３４人の子どもたちのよさや変化を見つ

け続けていきたいと思っています。 

 心が癒されます(^^)/ 
 校長室には毎月プレゼントが届きます。それは、すくすく学級の

子どもたちが作ってくれる手作りカレンダーです。その月のイメ

ージに合うデザインを考え、絵や折り紙、 

画用紙などで丁寧に作られたものです。 

それを、毎月、学級のみんなで校長室に 

届けてくれるのです。その気持ちが何よ 

り有難いですし、見るだけで心が癒され 

ます。同じデザインの物が、職員玄関を 

入った下駄箱の上にも飾ってあります。 

ご来校の際には、ぜひご覧ください。ほ 

んとに素敵ですから…。 

１１月の主な行事 
 

 

 

 

 

 

２日（月）歯ッピー集会 

４日（月）夕日パーク体験（１年生） 委員会⑥ 

５日（木）読み聞かせ 浜田市連合音楽祭（５年生） 

６日（金）浜田城資料館見学（６年生） 

９日（月）大長見ダム見学（４年生） 

１０日（火）ＳＣ来校 西部合同学習（すくすく・のびのび・にこにこ・さんさん） 

１１日（水）体操教室１回目  茶っ友隊（中学年） 

１２日（木）盲導犬学習（３年生） 食の学習（５年生） 

１３日（金）学習公開日 

１７日（火）ＳＣ来校 茶っ友隊（低学年） 

１８日（水）ミュージアムスクール（２年生） クラブ⑥ 

１９日（木）読み聞かせ   

２４日（火）ＳＣ来校  茶っ友隊（高学年） 

２５日（水）体操教室２回目 委員会⑥ 

２６日（木）月曜時間割 

３０日（月）三中校区６年生交流会（６年生） 

  ★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 

 


